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モニタリングサイト1000全体のウェブサイト（環境省）
https://www.biodic.go.jp/moni1000/index.html
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1. モニタリングサイト1000とは



環境省 重要生態系監視地域モニタリング推進事業
(モニタリングサイト1000)
通称：モニ1000

目的 日本の代表的な生態系の長期的・定量的な
モニタリングにより、種の増減・種組成などの変化を
検出し生物多様性保全施策に活用する

調査地 日本全国約1,000か所

期間 2003年～（100年間以上を目標）

調査者 研究者・NPO・市民ボランティア・
地域の専門家など

結果のまとめ 速報・ニュースレター・報告書（毎年）
とりまとめ報告書（毎５年）

情報公開 生データ・報告書・調査マニュアルを
インターネット上で一般公開

成果の活用 （国・自治体） 環境行政
（民間企業） 環境アセスメント
（研究者） 学術論文
（市民団体） 教育・普及活動 など

1. モニタリングサイト1000とは
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モニタリングサイト1000森林・草原調査2004-2022年度とりまとめ報告書



小島嶼

高山帯

里山 湖沼・湿原

砂浜

磯・干潟・アマモ場・藻場

サンゴ礁

森林・草原
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1. モニタリングサイト1000とは

生態系タイプごとに指標生物群を決め、定量的・統一的方法で調査

（植物、チョウ、マルハナバチ、地表徘徊性甲虫）

（海鳥）

（サンゴ群集、オニヒトデ、魚類）

（ウミガメ）

（シギ・チドリ、底生動物、海藻・海草）

（鳥類、中・大型哺乳類、カヤネズミ、
カエル、チョウ、ホタル、草本）

(鳥類、樹木、地表徘徊性甲虫)

（ガンカモ、淡水魚、草本）

https://www.biodic.go.jp/moni1000/index.html
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1. モニタリングサイト1000とは

モニタリングサイト1000 第4期とりまとめ報告書概要版



環境行政
・施策の評価報告書での活用（変化傾向や指標）

・獣害対策や希少種保全策の検討

・各種保護区や世界遺産の指定・管理

・レッドリストの更新（希少種の生息状況把握）

環境アセスメント

・環境アセスメントデータベース（EADAS）へのデータ提供

学術研究

・学会発表： 国内学会164件、国際学会30件

・学術論文： 国内誌92本、国際誌107本

・環境研究総合推進費などの研究プロジェクトとの連携

・GBIF（地球規模生物多様性情報機構）へのデータ提供

教育・普及

・大学講義・JICA研修・講演会・公開講座など

モニタリングサイト1000森林・草原調査 2004-2017年度とりまとめ報告書

3. データの公開・利用について

データ利用例

モニタリングサイト1000 第4期とりまとめ報告書概要版
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4. モニタリングサイト1000森林・草原調査から明らかになったこと
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2. モニタリングサイト1000森林・草原調査

鳥類樹木 地表甲虫リター・種子

10

コアサイト
20サイト (32調査区)

準コアサイト
28サイト

森林
344サイト

草原
78サイト

森林・草原調査

小島嶼

高山帯

里山 湖沼・湿原

砂浜

磯・干潟・アマモ場・藻場

サンゴ礁

森林・草原 鳥類、樹木、地表徘徊性甲虫
2004年～

モニタリングサイト1000森林・草原調査2004-2022年度とりまとめ報告書



目的 統一的手法による長期的・大面積・広域・多地点での

基礎的な環境情報の収集を継続し、

自然環境の質的・量的な劣化を早期に把握する

長期 本来安定的である森林の変化を捉えるため

一時的な変化と緩やかに進行する変化を切り分ける

大面積 樹木の分布や森林構造の不均一性を考慮するため

広域・多地点

多様な気候帯・森林タイプを網羅する

生態系の応答の調査区や地域による依存性を考慮するため

日本は緯度・標高の幅が広い、気候帯・森林タイプも多様

統一的手法

サイト間やサイト内で経時的な変化を適切に比較するため

練習すれば誰でもできる手法で将来的に継承する

2. モニタリングサイト1000森林・草原調査

森林・草原調査 (2004年~) コアサイト
20サイト (32調査区)

準コアサイト
28サイト

モニタリングサイト1000森林・草原調査2004-2022年度とりまとめ報告書

森林
344サイト

草原
78サイト

1111



2. モニタリングサイト1000森林・草原調査

森林・草原調査の指標生物群
樹木

・多様な機能 (炭素吸収・蓄積、環境構築、他の生物への波及効果など)

・存在量が圧倒的に大きい

・固着性、地域の環境変化の影響を受ける

・長命、環境変化に対する長期的変化を観測可能

地表徘徊性甲虫

・低分散能力、短命(1-数年)、腐食連鎖の上位捕食者、脊椎動物の餌資源

・特に林床部に及ぶ攪乱に対する個体群の応答が敏感で種間差が大きい

攪乱や環境変化に対する短期的な変化を観測できる

・環境変化に応じて広域では分布域の変化が生じる可能性がある

鳥類

・生育環境・餌資源が多様、様々な生態系変化の影響を受ける

・高い移動能力、サイトを越えた広域の環境変化の影響を受ける

・調査員が多く、広域での調査が可能 モニタリングサイト1000森林・草原調査2004-2022年度とりまとめ報告書 12



コアサイト

鳥類 毎木 地表徘徊性
甲虫

リター
種子

・20ヶ所
・毎年実施
・大学演習林、森林総研の長期観測サイトなど

準コアサイト

・28ヶ所
・5年に一度
・個人研究サイトなど

一般サイト

・417ヶ所
・5年に一度
・市民調査員

天然生成熟林が主体

自然度の高い森林で起きてい
る変化を、詳しく調べる

様々な森林・草原

地点数が多く、面的な変化
も捉えられる
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2. モニタリングサイト1000森林・草原調査

調査サイト コアサイト
20サイト (32調査区)

準コアサイト
28サイト

森林
345サイト

草原
74サイト
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モニタリングサイト1000森林・草原調査2004-2022年度とりまとめ報告書



一般サイトコアサイト・準コアサイト

市民調査員・研究者など

日本野鳥の会バードリサーチ自然環境研究センター（東京錦糸町）
ネットワークセンター(NC)（東京大学）

環境省 生物多様性センター 公開

・速報 (毎年)

・報告書 (毎年)

・とりまとめ報告書
(毎５年)

・データ公開 (随時)
連絡

支援

連絡

支援

連絡

支援

連絡

支援

連絡

支援
データ データ サンプル データ データ

事務局
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研究者・技術職員など 論文、学会・講演
政策決定への活用
保護地域の指定
世界自然遺産地域管理

利用者

2. モニタリングサイト1000森林・草原調査

調査実施体制



調査定点 ×５

調査方法

80 cm

落葉落枝・落下種子調査 （月１回）
・リターシードトラップ（25基）を設置
・器官別（葉・枝・繁殖器官・その他）の乾重を記録
・樹種別の種子/果実の個数、乾重を記録

毎木調査 （年１回）
・１ha内の胸高周囲長15cm以上の全生木
・タグ番号、位置、種名、胸高周囲長を記録
［付随調査］林内景観写真（定点写真）の撮影

1.
3

 m

A
12

9 cm

12 cm

地表徘徊性甲虫調査 （５箇所、年４回）
・ピットフォールトラップ（４基）を３日間開放
・全甲虫個体の種名、性別、乾重を記録
［付随調査］林床植生被度、堆積落葉層、土壌、セル
ロース分解試験

鳥類調査 （５箇所、繁殖期・越冬期に各２日）
・スポットセンサス。半径50m以内を10分観察×２回
・種名、個体数、位置を記録
［付随調査］植生概況調査

調査サイト

調査区 ×１

サブプロット ×５

調査マニュアル： https://www.biodic.go.jp/moni1000/manual/

15

2. モニタリングサイト1000森林・草原調査

100 m

1 km

10
0 

m

100 m

5 
m



100 m

スポットセンサス
（5地点、年4回）

植生概況調査

1 km

スポットセンサス

・1kmの間の5定点で確認した鳥類を記録
・10分観察×2回×5地点
・夏（繁殖期）・冬（越冬期）×2日ずつ

植生概況調査

・森林の各階層別の被度をおおよそで記録
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2. モニタリングサイト1000森林・草原調査

調査方法：鳥類



100 m

10
0 

m

100 m毎木調査
（年1回 or 5年に一回）

調査の様子（足寄サイト）田代直明氏提供

毎木調査

・胸高周囲長15cm以上の全ての幹
・胸高周囲長、種名、位置、生死を記録
・年1回 (コア)／5年に1回 (準コア)
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2. モニタリングサイト1000森林・草原調査

調査方法：樹木
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2. モニタリングサイト1000森林・草原調査

調査方法：樹木



10
0 

m

100 m リター・シードトラップ

80 cm （開口面積0.5m2）

落葉落枝・落下種子調査

・月１回回収
・25個/調査区
・葉・枝・繁殖器官・その他に仕分けて乾燥重量を測定
・種子は(可能な範囲で)樹種別に集計・計測

調査の様子（奄美サイト）
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2. モニタリングサイト1000森林・草原調査

調査方法：落葉落枝・落下種子

100 m
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2. モニタリングサイト1000森林・草原調査

調査方法：落葉落枝・落下種子
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2. モニタリングサイト1000森林・草原調査

調査方法：落葉落枝・落下種子



10
0 

m

5 
m

100 m 12 cm

9 cm

ピットフォールトラップ
（5地点、年4回）

ピットフォールトラップ調査

・5地点/調査区
・年4回トラップを開放→3日後に中に落ちた無脊椎動物
を回収→ネットワークセンターへ送付

・各個体の種名、乾燥重量を記録 (ネットワークセンター)
・乾燥標本として保存 (環境省・北大苫小牧研究林)
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2. モニタリングサイト1000森林・草原調査

調査方法：地表徘徊性甲虫

100 m



10
0 

m

5 
m

100 m

林床植生被度
・5地点
・年4回
・<60cm高、目視

25cm

25cm

5cm

100mlコア

堆積落葉層（A0層、O層）
・5地点、年1回
・乾重、C・N濃度

土壌
・5地点、3年に1回
・乾重、C・N濃度計測

セルロース紙
（5×5cm）

セルロース分解試験
・5地点
・3年に1回
・年2回設置、4回回収

林床環境調査
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2. モニタリングサイト1000森林・草原調査

調査方法：地表徘徊性甲虫

100 m



sex
life_

stage
weight abund

dam

age

note_specim

_jpn
note

note

_jpn
gbif

M A 109.58 1 0 NA NA NA NA

M A 169.11 1 0 NA NA NA

Ground Beetle of

Japan Specimen

Database

M A 317.82 1 0 NA NA NA

Ground Beetle of

Japan Specimen

Database

F A 581.13 1 0 NA NA NA NA

F A 166.69 1 0 NA NA NA

Ground Beetle of

Japan Specimen

Database

M A 296.55 1 0 NA NA NA NA

F A 26.87 1 0 NA NA NA

Ground Beetle of

Japan Specimen

Database

M A 18.2 1 0 NA NA NA

Ground Beetle of

Japan Specimen

Database

M A 139.44 1 0 NA NA NA

Ground Beetle of

Japan Specimen

Database

year plot_jpn plot_no plot
sub

plot

sam

pling
date inst prep cat_no tax_no sci_name sp_jpn

2004 苫小牧成熟林 200101 TM-DB1 1 1 20040614 BIODIC 1 1921 1-2-1-1
Calosoma inquisitor

(Linnaeus 1758)

アオカタビロ

オサムシ

2004 苫小牧成熟林 200101 TM-DB1 1 1 20040614 TM 1 1978 1-2-2-11
Carabus albrechti

A.Morawitz 1862
クロオサムシ

2004 苫小牧成熟林 200101 TM-DB1 1 1 20040614 TM 1 3368 1-2-2-5
Carabus arboreus

Lewis 1882

コクロナガオ

サムシ

2004 苫小牧成熟林 200101 TM-DB1 1 1 20040614 BIODIC 1 679 1-2-2-5
Carabus arboreus

Lewis 1882

コクロナガオ

サムシ

2004 苫小牧成熟林 200101 TM-DB1 1 1 20040614 TM 1 3793 1-2-2-6
Carabus opaculus

Putzeys 1875

ヒメクロオサ

ムシ

2004 苫小牧成熟林 200101 TM-DB1 1 1 20040614 BIODIC 1 656 1-2-2-20
Carabus gehinii

Fairmaire 1876

オオルリオサ

ムシ

2004 苫小牧成熟林 200101 TM-DB1 1 1 20040614 TM 1 5730 1-7-31-2

Pterostichus

subovatus

(Motschulsky 1861)

マルガタナガ

ゴミムシ

2004 苫小牧成熟林 200101 TM-DB1 1 1 20040614 TM 1 7060 1-7-31-8

Pterostichus

thunbergi

A.Morawitz 1862

ツンベルグナ

ガゴミムシ

2004 苫小牧成熟林 200101 TM-DB1 1 1 20040614 TM 1 15404 8-1-4-2
Silpha perforata

Gebler 1832

ヒラタシデム

シ

採
集
年
度

調
査
区
名

サ
ブ
プ
ロ
ッ
ト

採
集
日

収
蔵
機
関

保
存
形
式

標
本
番
号

分
類
群

整
理
番
号

種学名 種和名

性
別

成
長
段
階

乾
燥
重
量

個
体
数

破
損
コ
ー
ド

標
本
状
態
の

備
考

そ
の
他

備
考

（英）（和）

採
集
回

調
査
区
番
号

調
査
区
略
号

GBIF
データ
セット
名

…
…
（
科
名
・
属
名
・
命
名
者
・
同
定
者
な
ど
）

＜地表徘徊性甲虫データのイメージ＞
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2. モニタリングサイト1000森林・草原調査

調査方法：地表徘徊性甲虫



自然環境研究センター
http://moni1000-forest.jwrc.or.jp/index.html
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2. モニタリングサイト1000森林・草原調査

バードリサーチ
https://www.bird-research.jp/1_katsudo/forest/moni.html

日本野鳥の会
https://www.wbsj.org/activity/conservation/research-study/monitoring1000/

森林・草原生態系のwebサイト



自然環境研究センター
http://moni1000-forest.jwrc.or.jp/index.html
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2. モニタリングサイト1000森林・草原調査

森林・草原生態系のwebサイト



内容

1. モニタリングサイト1000とは
2. モニタリングサイト1000森林・草原調査
3. データの公開・利用について
4. モニタリングサイト1000森林・草原調査から明らかになったこと
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集計値・解析結果

報告書（年１回）、速報（年１回）、とりまとめ報告書（５年に１回）

生データ

モニ1000HP（調査結果・調査マニュアル＞ データファイル）

※原則として全ての調査データが公開されるが、一部データの直近３年分は公開保留

Ecological Research誌のData Paper

※ネットワークセンターと有志サイトにより一部の年度のデータを公開
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3. データの公開・利用について

データ公開
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3. データの公開・利用について

生データのダウンロード モニタリングサイト1000全体のウェブサイト（環境省）
https://www.biodic.go.jp/moni1000/index.html



モニタリングサイト1000全体

とりまとめ報告書・概要版
（第4期）

ニュースレター
（毎年）

とりまとめ報告書・概要版
（第4期）

調査速報
（毎年）

森林・草原調査
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3. データの公開・利用について

集計値・解析結果 モニタリングサイト1000全体のウェブサイト（環境省）
https://www.biodic.go.jp/moni1000/index.html
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3. データの公開・利用について

生データのダウンロード モニタリングサイト1000全体のウェブサイト（環境省）
https://www.biodic.go.jp/moni1000/index.html

調査結果・調査マニュアル > データファイル
> 取得ファイルの選択
> アンケート回答
> ダウンロード
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3. データの公開・利用について

生データの利用

例、市ノ又調査区の樹木調査データ



内容

1. モニタリングサイト1000とは
2. モニタリングサイト1000森林・草原調査
3. データの利用について
4. モニタリングサイト1000森林・草原調査から明らかになったこと

1. 傾向
2. 調査継続のための課題

33
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4. モニタリングサイト1000森林・草原調査から明らかになったこと：傾向

コアサイト・準コアサイトの詳細

モニタリングサイト1000森林・草原調査2004-2022年度とりまとめ報告書
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・毎木調査（基本的にサイズは1ha）
‐胸高周囲長（≧15cm）
‐種名
‐調査区内座標
‐その他（生死状況、生育環境や測定条件）

・2024年度は24サイト28調査区で毎木調査

雨龍 小川 カヌマ沢 大山沢

2024年度にNCから調査に参加したサイト

出現種数地上部現存量
(Mg/ha)

立木密度
(/ha)

面積
(ha)タイプサイト名(調査区名)

20222.77811.05コア雨龍
30183.75601コア足寄(足寄拓北)
18218.64221コア足寄(足寄美盛)
33160.910071コア苫小牧(苫小牧成熟林)
31168.513350.81コア苫小牧(苫小牧二次林308)
23276.14971コアカヌマ沢(カヌマ沢渓畔林)
31719.87401コア大佐渡
23273.325960.25コア小佐渡(小佐渡豊岡)
40245.38200.3コア那須高原
432077751.2コア小川
20244.48891コアカヤの平
7332.75301コアおたの申す平

32253.35351コア大山沢
1534.35460.58コア秩父(秩父矢竹沢)

50300.510251コア秩父(秩父ﾌﾞﾅ・ｲﾇﾌﾞﾅ林)
26305.519160.12コア秩父(秩父ｳﾀﾞｲｶﾝﾊﾞ林)
30211.710760.5準コア富士
28441.610501コア芦生(芦生枡上谷)
38213.620961コア愛知赤津
1825815810.64コア上賀茂
38212.620561準コア宮島
40450.412501コア和歌山
44395.316880.95コア市ノ又
48211.511721準コア椎葉
29494.715061コア綾
57268.520201コア田野(田野二次林)
42385.616871準コア屋久島照葉樹林
7125332771コア与那

与那

4. モニタリングサイト1000森林・草原調査から明らかになったこと：傾向

例 2024年の調査実施状況
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林分パラメータと気温との関係

・個体密度、現存量、多様度は年平均気温と正の相関

・個体密度は二次林で高い

・現存量は成熟林で高い

4. モニタリングサイト1000森林・草原調査から明らかになったこと：傾向

2024年度モニタリングサイト1000森林・草原調査報告書



二次林

成熟林

高齢二次林

二次林

成熟林

高齢二次林
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個体数・現存量の経時変化
2024年度
個体数変化量 -3.31個体/ha/年
現存量変化量 1.42 Mg/ha/年

二次林
個体数は減少傾向
現存量が平均2.6Mg/ha/年ほど増加
2005年からの17年間で約21％増加

成熟林
現存量が平均１Mg/ha/年ほど増加を
続け17年間で約5％増加
現存量は頭打ちになると予想されて
いた成熟した森林でも現存量の増加
が続く

4. モニタリングサイト1000森林・草原調査から明らかになったこと：傾向

2024年度モニタリングサイト1000森林・草原調査報告書
モニタリングサイト1000森林・草原調査2004-2022年度とりまとめ報告書
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・落葉量は個体成長による地上部現存量の増加量と正
の相関 (a)

・繁殖器官の落下量は個体成長による地上部現存量の
増加量と相関を示さない (b)

・落葉量は平均気温は正の相関 (c)
・純一次生産量（落葉量 + 落枝量 + 繁殖器官 + 個体成
長）と平均気温は正の相関(f)

落葉落枝・落下種子量と現存量、気温との関係

4. モニタリングサイト1000森林・草原調査から明らかになったこと：傾向

2024年度モニタリングサイト1000森林・草原調査報告書
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落葉落枝・落下種子量の経時変化

・落葉量、落枝量、繁殖器官の落下量、
地上部生産量において、全国的に共通
した明瞭なパターンは無さそう

（
棒
グ
ラ
フ
）

（
折
れ
線
グ
ラ
フ
）

4. モニタリングサイト1000森林・草原調査から明らかになったこと：傾向

2024年度モニタリングサイト1000森林・草原調査報告書

全調査区におけるリター量と地上部生産量の
年次変動
折れ線は各調査区で標準化した値
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近年の気候変動

気温

1990’s以降、高温となる年が頻出

気温との関係を主に解析

降水量

長期変動は見られない
2010年以降は多雨傾向
1970’s-2000’sは年間で変動が大きかった

4. モニタリングサイト1000森林・草原調査から明らかになったこと：傾向
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個体数の動態パラメータの変動と気温変動の関係

・個体数の相対変化速度の偏差は気温偏差と正に相関
暖かい年ほど個体数の増加率が高い

4. モニタリングサイト1000森林・草原調査から明らかになったこと：傾向

縦軸：連続した2回の調査間での変化速度
コアサイトは1年間の変化率
準コアサイトは5年間の変化を1年あたりに換算

横軸：連続した2回の調査間での平年値からの偏差
コアサイトは2年分の平均気温
準コアサイトは6年分の平均気温
平年値は調査期間（2004-2023年）の平均気温

赤線：線形混合モデルによる回帰線（p < 0.05であれば実線）
結果は2023年調査までの結果を示す

2023年度モニタリングサイト1000森林・草原調査報告書
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現存量の動態パラメータの変動と気温変動の関係

縦軸：連続した2回の調査間での変化速度
コアサイトは1年間の変化率
準コアサイトは5年間の変化を1年あたりに換算

横軸：連続した2回の調査間での平年値からの偏差
コアサイトは2年分の平均気温
準コアサイトは6年分の平均気温
平年値は調査期間（2004-2023年）の平均気温

赤線：線形混合モデルによる回帰線（p < 0.05であれば実線）
結果は2023年調査までの結果を示す

・相対生産速度の偏差は気温偏差と正に相関
(図は2023年の結果)
※2024年のデータを加えると相関が検出されない

気温が一定閾値を超えることにより生産速度が低下し
ている可能性がある

4. モニタリングサイト1000森林・草原調査から明らかになったこと：傾向

2023年度モニタリングサイト1000森林・草原調査報告書
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・2023年までの調査結果

・暖かい年ほど落葉量が少ない (a)

・2023年は多くのサイトで平年値より気温が高い
・落枝を除いた場合の純一次生産量(d)
気温偏差との関係は検出されない
※2022年までは正の相関が検出されていた

近年の気温上昇に伴う相対生産量低下による可能性が
ある

縦軸：連続した２回の調査間での変化速度
コアサイトは１年間の変化率

横軸：連続した２回の調査間での平年値からの偏差
コアサイトは２年分の平均気温
平年値は調査期間（2004-2024年）の平均気温

赤線：線形混合モデルによる回帰線（p < 0.05であれば実線）

落葉落枝・落下種子、純一次生産の変動と気温変動

4. モニタリングサイト1000森林・草原調査から明らかになったこと：傾向

2024年度モニタリングサイト1000森林・草原調査報告書
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樹木群集構成の経時変化 全国的により暖かい気候を好む
樹種の個体数が増加

亜寒帯・亜高山帯

落葉広葉樹が増加
亜寒帯・亜高山帯性針葉樹
が減少

冷温帯

落葉広葉樹が減少
温帯性針葉樹、常緑広葉樹
が増加

暖温帯

常緑広葉樹が増加

4. モニタリングサイト1000森林・草原調査から明らかになったこと：傾向

亜寒帯
亜高山帯

冷温帯

暖温帯

寒冷な気候を好む
機能グループ

温暖な気候を好む
機能グループ

モニタリングサイト1000森林・草原調査2004-2022年度とりまとめ報告書
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樹木群集構成の経時変化 気候帯の境界付近の森林で群集構成が変化

亜寒帯・亜高山帯 – 冷温帯境界

落葉広葉樹が増加

冷温帯 – 暖温帯境界

落葉広葉樹の個体数が減少
温帯性針葉樹、常緑広葉樹の現存量の増加

4. モニタリングサイト1000森林・草原調査から明らかになったこと：傾向

モニタリングサイト1000森林・草原調査2004-2022年度とりまとめ報告書
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風害サイト
2006,2015,2016（林冠木の倒木数本）足寄
2004（林冠ギャップ）野幌
2004（成熟林調査区等、サイト全域で大規模風倒）
2015,2018（ﾄﾄﾞﾏﾂ人工林・ｶﾗﾏﾂ人工林等で大規模風倒）苫小牧

2019（林冠ギャップ）早池峰
1981,1991（林冠ギャップ）大滝沢

カヌマ沢
2018（林冠木の倒木）那須高原
2018（隣接林分で林冠木倒木）高原山
2022（大径木の倒木）小川
2015-2018（矢竹沢調査区で風倒木多数）秩父
2019（台風）大山沢
2014～（林冠ギャップが徐々に拡大）富士
2011,2012,2013,2018,2019上賀茂
1998（林冠ギャップ）春日山
2018（倒木少数）和歌山
2004,2015（林冠疎開）大山文珠越
毎年のように発生糟屋
毎年のように発生椎葉
1993（林冠ギャップ）綾

田野
屋久島
照葉樹林
奄美

2012（大規模）与那
2006,2010頃西表
2006（大規模）, 2019（中規模）小笠原石門

・各調査区一部の種では
風害に伴う一部の種の
突発的減少が確認され
る

・与那サイトでは台風攪
乱に伴うスダジイの減
少とその後の他樹種の
増加が捉えられた

※赤の縦線は台風の時期を示す

風害に対する森林の応答

4. モニタリングサイト1000森林・草原調査から明らかになったこと：傾向

モニタリングサイト1000森林・草原調査2004-2022年度とりまとめ報告書
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ナラ枯れマツ枯れサイト
雨龍
足寄
苫小牧

2018、2020カヌマ沢
時期不詳時期不詳青葉山
2010金目川

大佐渡
20001990年代～小佐渡

高原山
2021小川

1990年代～筑波山
時期不詳西丹沢
2020～富士
2009～2010年代前半1970年代～愛知赤津
2005～芦生

2000年代1980年代後半～
1990年代上賀茂

2010～春日山
1970年代前半宮島
時期不詳佐田山

20211920年代～糟屋
2020～時期不詳椎葉
2015綾
2015田野
2000年代後半
～2010年代

屋久島
照葉樹林

2010年代奄美
与那

・コナラ・シイ・カシ類の減少

ナラ枯れ・マツ枯れに対する森林の応答

※赤の縦線はナラ枯れの発生時期を示す

4. モニタリングサイト1000森林・草原調査から明らかになったこと：傾向

モニタリングサイト1000森林・草原調査2004-2022年度とりまとめ報告書



内容

1. モニタリングサイト1000とは
2. モニタリングサイト1000森林・草原調査
3. データの利用について
4. モニタリングサイト1000森林・草原調査から明らかになったこと

1. 傾向
2. 調査継続のための課題

48
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継続可能性

・調査代表者の後継者確保

→ 後継者向けの講習会、学会での集会等実施による周知

・調査員の高齢化・不足

→ 調査者の派遣、募集情報の発信、インターンシップ導入検討、調査研修会実施など

・調査技術の引継ぎ

→ 講習会などによる技術共有、調査者間のネットワーク形成支援

・調査地へのアクセス可能性 (ルートの崩落、宿泊地の閉業など) 

→ 調査地の変更など

・調査区の状況の変化による調査負担の変化

→ 追加予算の割り当て(コア・準コアサイトの一部)

研究者個人や市民調査員が主体となっているサイトは調査継続基盤が不安定になり易い

4. モニタリングサイト1000森林・草原調査から明らかになったこと：課題

モニタリングサイト1000森林・草原調査2004-2022年度とりまとめ報告書
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調査手法

・調査内容・方法の修正、追加

・現在の調査項目では把握できない情報の収集

→ アンケート調査実施(シカ・イノシシの影響、病害虫、外来種の侵入状況)

・調査法の効率化、定量的評価法への修正

・マニュアルで規定しきれない情報の共有 (種子の仕分けなど)

→ 講習会など調査者間ネットワーク形成支援

共有資料のウェブ公開 (コアサイト、準コアサイト関係者向け)

・データの大規模化に伴うデータの入力・管理の正確性や効率の向上

→ 入力情報のエラーチェックの自動化検討など

4. モニタリングサイト1000森林・草原調査から明らかになったこと：課題

モニタリングサイト1000森林・草原調査2004-2022年度とりまとめ報告書



まとめ
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モニタリングサイト1000は日本の様々な生態系を長期的・定量的に観測する環境省のプロジェクト

・全国1000か所以上

・100年以上続けたい

・データは一般にも公開

・結果は行政・研究・教育などで幅広く活用

モニ1000森林・草原調査

・長期・大面積・多地点・統一手法での継続的調査

・樹木・地表性甲虫・鳥類を毎年or5年に1度は調査



まとめ
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継続的調査で森林の経時変化や、気温上昇や攪乱に対する長期的・短期的応答が捉えられる

・成熟林を含めた森林樹木の現存量の増加

・個体数の減少

・暖かい気候を好む樹種の個体数、現存量の増加

・森林の生産性の気温に対する応答の方向性が変化している可能性

・風害や病虫害に対する樹木群集構成の変化

大規模・長期的調査だからこそ生じる課題も沢山

・調査区・調査技術の引継ぎ (人の寿命は短い)

・現実的に実行可能な手法への変更も必要

・膨大なデータをどのように処理するか



課題

53

1. 必須) モニタリングサイト1000森林・草原調査のデータの毎木、落葉落枝・落下種子、地表徘徊性

甲虫のどれかを実際にダウンロードして眺めてみる

四万十町の「市ノ又サイト」について以下のa. b. c.のどれかを回答してください

a. 毎木調査の最新年の調査結果で最も周囲長が大きな個体の個体番号(indv_no)・樹種・周囲長(gbh)は?

b. 落葉落枝調査で落葉絶乾重が最も大きいのは何年何月何日に設置された何番目のトラップ？

c. 地表徘徊性甲虫調査の最新年に採集された最も個体数が多かった甲虫の種と個体数は？

2. 任意) 今回の発表について質問、わからなかった点など

(出来るだけ回答します)


